
日本蘇生学会第３８回大会ワークショップ２

災害エスノグラフィー
県立淡路病院が語る阪神淡路大震災の記憶

六甲アイランド病院循環器内科 水谷和郎氏

阪神淡路大震災発災時に兵庫県立淡路病院（当時）で当直だった
水谷氏が、当時の救急外来の動画と関係者の証言をもとに、
参加者にグループワークをしながら震災を体験してもらい、
これからの対応について考えてもらう内容です。

問合：（(株)）コングレ九州

日時：令和元年11月16日８：３０～１２：２０（８：１５受付開始）
場所：第２会場（長崎新聞文化ホール２階）
参加費：事前登録制、無料（ただし学会参加者に限ります）。
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